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福
井
工
業
大
学

　
 

後
援
会
に
つ
い
て

福
井
工
業
大
学
後
援
会
は
、
本
学
在
学
者
の
保
護
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
の
方
針
に
よ
り
、
本
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
大
学
と
学
生
及
び
家
庭
と
の

連
携
を
密
に
し
、
教
育
事
業
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

各
事
業
は
、
後
援
会
費
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

後援会役員は学年ごとに約10名程度、事業の運営に協力を頂いております。
大学へ進学すると、保護者同士の情報共有する機会が少なく、子を心配に思
う保護者様から「後援会役員になって良かった」との声を頂いております。
後援会役員にご協力・ご興味のある方は、以下までご連絡ください。

福井工業大学後援会事務局（大学庶務課）　☎0776－29－7864

後援会役員を募集します

後
援
会
の
目
的
と
事
業
に
つい
て

目
　
的

１
．　
大
学
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と

２
．　
学
生
の
福
利
厚
生
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

３
．　
会
員
相
互
の
連
絡・親
睦
を
図
る
こ
と

事
　
業

１
．　
保
護
者
懇
談
会
事
業

２
．　
学
生
活
動
支
援
事
業

３
．　
広
報・通
信
事
業

後
援
会
の
事
業
に
つ
い
て

事
業
１
．　
保
護
者
懇
談
会
事
業

⑴
　
地
区
懇
談
会（
５
〜
７
月
）

【
開
催
地
区
】

　
県
内
外 

計
６
会
場（
昨
年
実
績
）

【
内

　
　容
】

① 

教
育・就
職
報
告
会

② 

親
睦
会（
昼
食
）

③ 

保
護
者
個
別
懇
談
会

※

福
井
地
区
は
保
護
者
懇
談
会
の
み

⑵
　
就
職
セ
ミ
ナ
ー（
９
〜
10
月
）

【
開
催
地
区
】

　
県
内
外
の
会
場

【
内

　
　容
】

　
就
職
セ
ミ
ナ
ー（
外
部
講
師
）

⑶
　
秋
季
保
護
者
懇
談
会（
10
月
）

【
開
催
地
区
】

　
福
井（
本
学
）

【
内

　
　容
】

学
生
生
活・成
績
に
関
す
る
個
別
相
談

事
業
２
．　
学
生
活
動
支
援
事
業

⑴
　
課
外
活
動
支
援

⑵
　
大
学
祭
の
補
助

⑶
　
就
職
活
動
に
対
す
る
補
助

⑷
　
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受
験
料
の
半
額
補
助

⑸
　
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
予
防
接
種
料
の
一
部
補
助

⑹
　
慶
弔
、災
害
時
に
お
け
る
見
舞
金
の
支
給
　
等

事
業
３
．　
広
報・通
信
事
業

⑴
　
後
援
会
報
の
発
刊（
４
月
、９
月
）

⑵
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
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令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
、
大
学
後
援
会
か
ら
学
園
へ
、
創
立
七
十
周
年
記
念
品
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

十
年
間
積
み
上
げ
て
き
た
積
立
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
学
園
側
か
ら
「
大
学
生
が
有
効
に
使
用
で
き

る
も
の
」
と
の
要
望
が
あ
り
、後
援
会
役
員
会
に
て
協
議
の
結
果
、左
記
の
と
お
り
の
贈
呈
と
な
り
ま
し
た
。

　

金
井
理
事
長
は
「
今
般
の
記
念
品
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
大
切
に
使
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

学
園
創
立
七
十
周
年

記
念
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

記念品 概要
学生用机・学生用椅子　計７３セット

設置場所：大学２号館５階講義室

　

今
回
の
学
園
創
立
七
十
周
年
記
念

品
贈
呈
に
あ
た
り
、
老
朽
化
し
た
学

生
の
講
義
用
机
お
よ
び
椅
子
を
選
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

高
度
な
技
術
者
の
育
成
に
お
い
て

は
、
基
礎
か
ら
応
用
に
至
る
学
術
の

修
得
が
大
切
で
あ
り
、
学
生
の
皆
様

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
快
適

な
環
境
で
勉
学
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
周
年
記
念
品
の
選

考
・
贈
呈
に
向
け
て
御
協
力
頂
き
ま
し

た
全
て
の
後
援
会
員
の
皆
様
へ
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
品
の
贈
呈
に
あ
た
り

後
援
会
会
長
　
中
屋
　
斉
明
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タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
が

深
ま
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
一
方
、
一
部
業

種
の
採
用
活
動
の
早
期
化
を
受
け
、
開
催
日

程
に
つ
い
て
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
次
頁
参
照
）

　

次
年
度
以
降
、
後
援
会
員
の
皆
様
に
満
足

頂
き
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
実
施
が
で
き

る
よ
う
、
改
善
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

後
援
会
が
主
催
す
る
保
護
者
対
象
就
職
セ

ミ
ナ
ー
は
、
地
方
会
場
二
会
場
、
本
学
会
場

で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
学
会
場
は
、
当
初
、
大
学
祭
と
同
時
開

催
に
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
台

風
の
接
近
に
伴
い
、
一
旦
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
保
護
者
か

ら
別
日
開
催
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
関
係

者
の
協
力
の
も
と
、
実
現
を
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
と
も
、
多
く
の
保
護
者
が
参
加
さ

れ
、
就
職
活
動
に
関
す
る
社
会
の
状
況
、
親

と
し
て
の
就
職
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す

る
興
味
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。
質
疑
応

答
の
時
間
で
は
参
加
者
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
企
業
で
の
選
考
、
卒
業
生
の
就
職

先
に
関
す
る
質
問
が
相
次
ぎ
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

  

ま
た
、
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
教
職

員
と
保
護
者
の
個
別
面
談
を
行
い
、
各
ブ
ー

ス
と
も
ご
子
息
の
就
職
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
支

援
に
関
す
る
相
談
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
、
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
イ
ン

就
職
セ
ミ
ナ
ー

開
催
報
告

保
護
者
対
象

日付 地区 会　　場 開　　催　　内　　容 保護者参加数

9/22（日） 富山 富山国際会議場
【午前】
　外部講師による講演
　　①就職を取り巻く現状について
　　②企業人事経験者から見た就職活動支援

【昼食懇談会】
【午後】
　キャリアセンター職員との個別相談（希望者）

14組17名

10/6（日） 京都 京都ガーデンパレス 14組19名

10/12（土） 福井 福井工業大学 台風接近のため中止 ー

11/30（土） 福井
福井工業大学
（代替開催）

【午前】
　外部講師による講演
　　①就職を取り巻く現状について
　　②本学キャリアセンターによる就職活動支援

【午後】
　キャリアセンター職員との個別相談（希望者）

60組70名

開催概要
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後援会補助事業報告

　　　 参加した保護者の意見（抜粋）

■初めて参加しました。外部講師のお話など大変勉強になりました。子の就活
の手助けに実践していきたい。

■（講師、企業経験者の）違う視点での講演もありよかったです。キャリアセンター
の方との面談も詳しく聞けて良かった。

■就活を控えた子供への接し方など分かりやすく説明がありよかったです。先生
やスタッフと話ができて自身の不安がなくなりました。

■講師の先生の説明がわかりやすかった。就職活動の仕組みやおおよそのスケジュールが理解できた。

■とても分かりやすかった。（就職活動に対し）少し気が楽に
なりました。

■本人の就活対応や親としてのサポートの仕方がわかった。

■今後も継続して実施してもらいたい（勉強になり良かっ
た）。

■秋ではなく、春頃に実施してほしい。準備やインターンシッ
プの情報の早期提供は重要と考える。

　　　 就職セミナーへ参加を決めた理由についてお伺いします（複数回答可）

　　　 就職セミナー（講演内容・進行）について
どの程度満足いただけましたか？

就職活動や
求人の状況が
知りたかった

保護者ができる
サポート方法が
知りたかった

就職支援課員と
話がしたかった

保護者同士の
情報の交換・

共有がしたかった

53.3%

35.8%

10.2%

0.7%
22.9%

77.1%
満足

やや満足

やや不満、不満は0%
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本
学
で
は
学
内
で
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｌ
＆
Ｒ
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
内
受
験
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
普
段
通
う
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
受
験
が
で
き
る
こ
と
、
団
体
受
験
に
よ
る
特
別
料

金
に
て
受
験
可
能
な
こ
と
、
後
援
会
か
ら
、
受
験
料
の
一
部
補
助
に
よ
り
外
部
受
験
よ
り
安
く
受
験
が
で
き
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
成
績
が
一
定
の
基
準
を
満
た
す
と
単
位
が
認
定
さ
れ
た
り
、
学
内
特
別
奨
励
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
多
く
の
企
業
が
語
学
力
を
求
め
て
お
り
、
自
身
の
英
語
力
を
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
、
四
年
間

の
中
で
英
語
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。

　

ご
子
息
へ
ぜ
ひ
受
験
を
勧
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　実　施　日 受験者

第１回 5月25日（土）　13：00 ～ 76名

第２回 7月  6日（土）　13：00 ～ 67名

第３回 10月26日（土）　13：00 ～ 48名

第４回 12月21日（土）　13：00 ～ 40名
年間延べ　231名

【2019年度実施概要】

【複数回受験者の成績推移】

※全国理工系大学生の平均スコアは434点（990点満点）

200

300

400

500

600

700

800

1回目 2回目 3回目 4回目

4人平均
215点UP！

Aさん

Bさん
Cさん

Dさん

430

700
675
620

点

TOEIC®
Listening & Reading
学内テスト開催報告
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受験料
・学外で受験をする場合 6,490円
・学内で団体受験をする場合 1,000円

実際は3,130円であるが、後援会から2,000円の
補助などを受けているため

受験者の声
高校生の頃は英語はあまり得意ではありませんでしたが、就
職や大学院入試に TOEIC が重視されるということを聞き、大
学入学後に英語に真剣に取り組むようになりました。２ 年生
になり授業で TOEIC の勉強をするようになってから、本格
的に TOEIC の受験を始めました。学内で年 ４ 回開催される
TOEIC IP テスト（学内団体受験）は、昨年度すべて受験し、
また個人で申し込む公開テストも １ 回受けました。初回のス
コアは385点でしたが、４ 回目には620点にまで伸び、ほぼ
半年で235点も上がりました。英語の授業で TOEIC 対策を行
うだけでなく、授業外でも自分でスマホの英語学習アプリを

使って毎日リスニングや単語の勉強をしています。卒業までには TOEIC800点を取
得できるようにこれからも受験を続けていきたいと考えています。

工学部電気電子工学科
3年 石﨑英佑

学内特別奨励金受給者（2019年度の実績）
・ 150,000円 5名　（TOEIC スコア900点以上）
・ 80,000円 4名　（TOEIC スコア800点以上）
・ 40,000円 4名　（TOEIC スコア700点以上）
・ 8,000円 5名　（TOEIC スコア600点以上）
・ 5,000円 9名　（TOEIC スコア500点以上）

受験を希望する場合の申し込み方法
TOEIC IP テスト（学内団体受験）は2020年度は年４回の実施予定です。
テストの日時などの詳細は学内掲示にてお知らせします。受験を希望す
る学生は国際交流課（２ 号館 １ 階）で受験の申込書を受け取り、必要事
項を記入の上、受験料とともにタワー１ 階の出納で申し込みの手続きを
してください。個人で受験する公開テストは年10回全国約80都市で開
催されています。TOEIC の HP から申し込むことができます。

後援会補助事業報告



第56回 福井工業大学

工大祭
常に前進

2019.10.13（SUN）　14（MON）

　

は
じ
め
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
第
56
回

福
井
工
業
大
学
大
学
祭
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
大
学
祭
は
、
台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
日

時
の
変
更
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
中
止
、
大
幅
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
変
更
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
待
ち
受
け

て
い
ま
し
た
。
で
す
が
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や

学
務
課
等
の
ご
協
力
の
も
と
、
何
と
か
両
日
怪
我
や

事
故
無
く
安
全
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
学
祭
を
通
じ
て
私
は
多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
身
に
染
み
て
実
感
し
ま
し
た
。

様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
続
く
中
、
他
部
署
、
学
科

の
先
生
方
、
職
員
の
皆
様
、
ク
ラ
ブ
や
部
活
動
の
人

た
ち
な
ど
と
の
支
え
が
あ
っ
て
今
回
の
大
学
祭
は
開

催
で
き
ま
し
た
が
、
無
け
れ
ば
開
催
す
ら
で
き
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
大
学
祭
で
得
た
経
験
を
大

切
に
し
、
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
分
、

後
輩
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
福

井
工
業
大
学
大
学
祭
実
行
委
員
会
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
わ
る
全
て
の
皆
様
へ

　

第
56
回
大
学
祭　

実
行
委
員
長　

工
学
部
建
築
土
木
工
学
科　

４
年　

椿
　
　
　
匠

　

私
は
入
学
し
て
間
も
な
い
頃
か
ら
学
友
会
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
皆
の
足
を
引
っ
張
る
ば
か
り
で
、
周
囲
よ
り
も
劣
る
自
分
を
次
第
に
嫌
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
半
年
前
の
自
分
は
強
い
劣
等
感
に
蝕
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
私
は
企
画
部
の
責
任
者
と
い
う
役
職
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
も
う
一
度
、

頼
り
な
い
自
分
に
希
望
を
見
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
な
り
の
努
力
を
惜

し
ま
ず
注
ぎ
続
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
型
の
台
風
に
見
舞
わ
れ
、
我
々
は
散
り
散
り
に
な
り
な
が
ら
も
必
死
に
喰
ら

い
付
き
ま
し
た
。

　
「
物
事
の
殆
ど
は
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
か
ら
気
に
す
る
な
。
始
ま
れ
ば
終
わ
る
。」
と

励
ま
し
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
時
の
心
強
さ
は
格
別
な
も
の
で
し
た
。
大
学
祭
を
終
え
た
後

の
自
分
は
、
周
囲
に
劣
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
は
消
え
、
堂
々
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
な
ん
だ
、
僕
も
頑
張
れ
る
ん
だ
、
と
。

　

成
長
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
関
係
者
各
位
、
未
熟
な

私
を
支
え
て
く
れ
た
仲
間
達
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

想
い
の
先
へ工

学
部
電
気
電
子
工
学
科　

４
年　

小
島
　
駿
人
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第56回 福井工業大学

工大祭
常に前進

2019.10.13（SUN）　14（MON）

　

学
友
会
の
一
員
と
し
て
大
学
祭
の
運
営
に
か
か
わ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
二
度
目
の
大
学
祭

で
し
た
が
一
度
目
の
大
学
祭
で
は
、
初
め
て
と
い
う
こ

と
も
あ
り
右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
先
輩
の
指
示
に

従
っ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
そ
の
た
め
最
初
の
大
学
祭

は
運
営
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

今
年
度
の
大
学
祭
で
は
、「
エ
コ
キ
ッ
ズ
」
と
い
う
部

署
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
小
学
生
以
下
を
主
な
対
象
と
し

た
企
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
来
て
く
れ
た
子
た
ち
の

「
あ
り
が
と
う
」「
楽
し
か
っ
た
」
の
言
葉
を
聞
い
た
と

き
大
き
な
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
台
風
の
影
響
で
予
定
し
て
い
た
企
画
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
、
日
程
が
ず
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
す
大
学
祭
に
た
く
さ

ん
の
人
に
き
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
運
営
に
か
か
わ

れ
て
と
て
も
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
は
こ
の
充
実
感
・
満
足
感
を
後
輩
に
も
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
大
学
祭
は
、
普
段
は
起
こ
ら
な
い

よ
う
な
こ
と
が
非
常
に
多
く
起
き
た
年
で
し
た
。
で
す

が
、
そ
れ
と
同
時
に
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、

学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
覚
え
て
い
る
の
は
「
台
風
」
で
す
。
大
学
祭
当

日
に
台
風
が
直
撃
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
来
ら
れ
な
く

な
り
、
大
学
祭
を
中
止
に
す
る
か
、
延
期
に
す
る
か
、

か
な
り
話
し
合
っ
た
の
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
時
に
先
輩
方
が
な
ん
と
か
中
止
で
は
な
く
延

期
に
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
の
は
非
常
に
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
経
験
か
ら
「
自
分
た
ち
が
普
段
か
ら
ど

れ
ほ
ど
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
」
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
学
務
課
の
方
々

の
協
力
な
し
で
は
絶
対
に
大
学
祭
を
開
催
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
が
、
今
回
大
学
祭
で
起
き
た
自
分
た

ち
の
不
手
際
、
気
象
な
ど
に
よ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変

学
祭
を
終
え
て

共
に
常
に
前
進

　
　

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科　

３
年小

町
　
悠
翔

　
　

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科　

３
年髙

山
　
純
平

　

私
は
、
今
年
の
大
学
祭
を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
過
酷

さ
を
知
り
ま
し
た
。
大
学
祭
準
備
は
約
半
年
前
か
三
ヶ

月
は
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
自
覚
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
大
学
祭
準
備
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
た
時
、
私

た
ち
庶
務
は
他
の
部
署
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

大
学
祭
を
通
し
て

　
　

環
境
情
報
学
部
環
境
・
食
品
科
学
科　

３
年

三
澤
　
拓
真

た
。
庶
務
と
し
て
や
る
こ
と
が
思
い
つ
か
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
少
し
不
安
だ
っ
た
私
は
先
輩
に
昨
年
何
を
し

て
い
た
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ほ
か
の
部
署
の
手
伝
い
を

し
て
い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
安
心
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
学
祭
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
結

果
的
に
大
学
祭
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
準
備
に
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
自
分
が
大
学
祭
を
動
か
し
て
い
る
と
い
う
自

覚
、
そ
し
て
責
任
感
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
、

昨
年
の
先
輩
の
話
を
聞
い
て
安
心
し
た
の
が
愚
か
で
し

た
。
去
年
と
今
年
の
大
学
祭
が
違
う
の
は
当
た
り
前
で

す
。
し
か
も
、
先
輩
は
や
る
こ
と
は
し
っ
か
り
前
も
っ

て
終
わ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
反

省
す
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
の
経

験
を
糧
に
一
歩
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

更
な
ど
、
多
く
の
場
面
で
学
務
課
の
方
々
が
支
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
管
財
課
の
方
々

か
ら
大
学
の
多
く
の
施
設
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

学
友
会
の
先
輩
方
か
ら
多
く
の
助
言
を
頂
い
た
り
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
り
、
大

学
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
得
た
多
く
の
経
験
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
の
大

学
祭
を
こ
れ
ま
で
よ
り
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
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　赤島は長崎県五島市の二次離島であり、日本列島の西端に位置しています。面積は0.52㎢で、東京ディズニーランドと同じ大きさの小
さな島です。島内には10世帯、12人程の島民が暮らしており、電気、ガスは供給さ
れていますが水道がなく、全生活用水を雨水に依存した生活が営まれています。日本
国内には416の有人離島がありますが、全ての生活用水を雨水に頼る集落がある島は
日本国内に唯一赤島しかありません。このプロジェクトでは、笠井研究室の目標とする
日常的に雨水を活用する社会の構築に向けた先進事例を創ると共に島の持続的な活
性化と、この島でしか得られない体験を通じた環境教育による SDGs の達成に向けた
現代社会の在り方について探っています。
　このプロジェクトは2016年8月頃、インターネット上で偶然赤島の雨水生活に関す
る記事を発見して始まりました。島内での本格的な活動（雨水を水源とした給水シス
テム製作）は一年後の2017年8月から始まり、以降毎年8月の夏休み期間中に学生
と共に約3週間島に泊まり込んで給水システム造りと各自のテーマに沿った活動をして
きました。基本的なメンバー構成は、教員が環境食品応用化学科の笠井（プロジェ
クト代表）と本学デザイン学科の近藤先生（活動記録や広報等担当）の2名に各所
属学科の2 ～ 4年生の学生6名、計8名です。

プロジェクト
写真：デザイン学科　近藤研究室提供

環境情報学部
環境食品応用化学科

笠井　利浩 教授

赤島活性化プロジェクト2019参加メンバー
（2019年8月20日赤島にて赤島島民と共に）

雨の集水面「雨畑」 大型雨水貯留槽6㎥ 給水開始（2019年8月20日）

3年目
（2019年度）

2年目
（2018年度）

1年目
（2017年度）

①雨の集水面「雨畑」完成
②エコプロ2017出展(東京ビッグサイト)
③しまあめラボHP開設
④しまあめラボFacebook開設
⑤しまあめラボYouTube開設
⑥赤島3D、高精度マップ完成
⑦赤島島内GoogleStreetView完成
⑧赤島活性化プロジェクト2017報告会
⑨学会発表(日本雨水資源化システム学会他)
⑩報道（新聞8件、テレビ4件、雑誌3件）

①大型雨水貯留槽6㎥完成
②エコプロ2018出展他
③雨水生活体験2018
④赤島活性化プロジェクト2018報告会
⑤学会発表(日本建築学会他)
⑥報道（新聞2件、テレビ2件、雑誌1件）

①送水管(約350m)完成、給水開始
②エコプロ2019出展他
③雨水生活体験2019
④赤島活性化プロジェクト2018報告会
⑤学会発表(地域活性学会他)
⑥報道（新聞5件、テレビ5件、雑誌4件）

◎赤島活性化プロジェクトの主な活動と成果

国内唯一の雨水生活から学 生と学ぶ持続可能な社会像
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赤島活性化
国内唯一の雨水生活から学 生と学ぶ持続可能な社会像

【長崎県五島列島】

活動拠点「あかしまの家」とその庭

　

最
初
は
離
島
生
活

を
し
た
い
と
い
う
理
由

だ
け
で
赤
島
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
働
を
開
始
し
て
か
ら
、
赤
島
島
内
の
雨
水
タ
ン
ク

の
水
質
分
析
の
研
究
テ
ー
マ
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
、

研
究
の
面
白
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
目
か
ら
は
分
析
結
果
を
島
民
に
報
告
す
る

度
に
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
、
自
分
の
仕
事
が
直
接

島
民
の
方
々
の
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
実
感

が
わ
き
、
さ
ら
に
や
り
が
い
や
使
命
感
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
授

業
で
習
う
よ
う
な
内
容
と
は
違
い
、
実
際
に
直
面
し

て
い
る
問
題
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
人
と
の
繋
が
り

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
雨

水
採
取
装
置
や
気
象
観
測
装
置
を
作
製
す
る
に
あ

た
っ
て
、
工
作
技
術
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
機
械
に
よ
る
自
動
化
が

進
む
に
つ
れ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能
力
の
重
要
性
が

増
す
と
思
い
ま
す
の
で
、
環
境
・
食
品
科
学
科
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
加
え
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
就
職
先
の
企
業
で
も
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
の
で
社
会
に
出
て
直
ぐ
に

役
立
つ
力
が
つ
い
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

環
境
・
食
品
科
学
科　

４
年　

野
村
　
利
空

　

私
は
赤
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
初
年
度
か
ら
参
加

し
、
初
め
は
島
の
貯
留
雨

水
の
水
質
分
析
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

日
常
と
の
あ
ま
り
に
も
の

環
境
の
違
い
や
準
備
不
足

か
ら
１
年
目
は
島
で
右
往
左
往
し
、
そ
の
せ
い
も

環
境
・
食
品
科
学
科　

４
年　

表
寺
　
佳
奈

あ
り
そ
の
こ
ろ
の
自
分
の
写
真
に
は
表
情
に
全
く

生
気
が
無
く
、
当
時
の
苦
し
み
が
思
い
出
さ
れ
ま
す

（
笑
）。

　

２
年
目
以
降
は
メ
ン
バ
ー
と
相
談
し
て
担
当
を
変

更
し
、
国
内
唯
一
の
雨
水
生
活
を
営
む
島
民
の
家

庭
内
で
の
水
使
用
実
態
調
査
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

長
い
活
動
期
間
中
に
は
、
他
に
も
多
く
の
大
変

な
こ
と
や
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

活
動
か
ら
脱
退
せ
ず
３
年
間
続
け
て
き
た
こ
と
は

大
き
な
自
信
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
研
究
室
活

動
で
は
赤
島
島
内
だ
け
で
は
な
く
、
国
内
最
大
の

環
境
展
示
会
（
エ
コ
プ
ロ
）
へ
の
出
展
等
に
も
携
わ

り
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
通
じ
て
自
分
に
自
信
が
持
て

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
就
活
で
は
堂
々
と

こ
れ
ら
の
活
動
を
自
己
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
身
で
も
以
前
の

私
と
は
別
人
の
よ

う
に
な
っ
た
と
感

じ
ま
す
。
今
後
は

社
会
人
と
し
て
赤

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
継
続
」
精
神

を
活
か
し
て
、
何

事
に
も
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
笠
井
先
生
が

初
め
て
赤
島
に

来
ら
れ
て
か
ら

既
に
四
年
経
ち

ま
し
た
が
、
当

初
は
こ
こ
ま
で
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
確
か
に

赤
島
に
は
水
道
が
な
く
雨
水
だ
け
で
生

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
福
井
工
業
大
学

の
方
々
と
接
す
る
中
で
、
逆
に
そ
の
よ
う

な
生
活
は
国
内
唯
一
で
非
常
に
珍
し
く
、

逆
に
そ
れ
が
島
の
発
展
に
役
立
つ
と
い
う

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
夏
に
若
い
学
生
さ
ん
が
赤
島
に
滞
在
さ

れ
る
と
そ
の
間
は
島
が
活
気
付
き
ま
す
。

若
い
人
の
力
に
は
無
限
の
可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
赤
島
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

島民の

声
赤
島
自
治
会
会
長

山 

口
　
勝 

己

研究室での取組が評価され
学生２名が理事長賞を

受賞しました！
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Club Introduction

主
将  

ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科  

４
年　

柳
井　

翔
太

　

昨
年
の
北
信
越
学
生
柔
道
優
勝
大
会
で
は
、
27
年
ぶ
り
に
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
今
年
の
目
標
は
、
北
信
越
学
生
柔
道
優
勝
大
会
で
２
連
覇
、
北
信
越
学
生
柔
道

体
重
別
団
体
優
勝
の
北
信
越
の
学
生
柔
道
大
会
二
冠
を
達
成
す
る
こ
と
で
す
。
監
督
・

コ
ー
チ
、
選
手
一
丸
と
な
っ
て
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

主
務　

経
営
情
報
学
科　

４
年　

塩
田　

和
成

　

昨
年
ま
で
柔
道
部
の
主
務
を
し
て
下
さ
っ
て
い
た
先
輩
方
に
引
き
続
き
主
務
と
い
う

役
職
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
力
不
足
な
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
チ
ー
ム
の
為
に
自
分

に
出
来
る
仕
事
を
し
っ
か
り
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
北
信
越
学
生
柔
道
優
勝
大

会
の
優
勝
に
続
き
今
年
も
２
連
覇
が
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
主

務
と
し
て
自
分
が
チ
ー
ム
に
貢
献
出
来
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

81
kg
級	

３
位　

山
口　

統
也

	

81
kg
級	

３
位　

森　
　

恒
輝

	

90
kg
級	

３
位　

宗
石　

忠
士

	

100
kg
超
級	

優
勝　

宮
浦　
　

司

■
令
和
元
年
度
北
信
越
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会

	

３
位

■
令
和
元
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

	

出
場

■
令
和
元
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝
大
会

	

出
場

■
令
和
元
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
大
会

	

81
kg
級	

出
場　

山
口　

統
也

■
令
和
元
年
度
福
井
県
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
大
会

	

73
kg
級	

優
勝　

柳
井　

翔
太

	

81
kg
級	

優
勝　

山
口　

統
也

	

90
kg
級	

優
勝　

海
邉　

雅
史

	

100
kg
超
級	

優
勝　

小
林　

鉄
明

■
令
和
元
年
度
北
信
越
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権
大
会

	

73
kg
級	

２
位　

柳
井　

翔
太

	
81
kg
級	

優
勝　

山
口　

統
也

■
令
和
元
年
度
北
信
越
学
生
柔
道
優
勝
大
会

	

優
勝

■
令
和
元
年
度
北
國
杯
北
信
越
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

	

60
kg
級	
３
位　

西　
　

良
典

	

66
kg
級	
２
位　

橋
本　

直
征

	

73
kg
級	

３
位　

柳
井　

翔
太

成
績

柔
道
部

クラブ・同好会紹介
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◆剣道部
◇第67回全日本学生剣道選手権大会	 出場　楠原　北斗
	 出場　植山浩史郎
◇第53回全日本女子学生剣道選手権大会	 出場　八幡　明依
	 出場　魚住　優花
◇第67回全日本学生剣道優勝大会	 出場
◇第38回全日本女子学生剣道優勝大会	 出場

◆柔道部
◇2019年度全日本学生柔道優勝大会	 出場
◇2019年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会	 出場
◇2019年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会	 出場
◇2019年度全日本学生柔道体重別選手権大会
　　66kg 級	 出場　橋本　直征
　　73kg 級	 出場　柳井　翔太
　　81kg 級	 出場　山口　統也
　　100kg 超級	 出場　宮浦　　司

◆硬式野球部
◇第68回全日本大学野球選手権大会	 出場

◆馬術部
◇第54回中部学生自馬競技大会	 優勝　中村　寧々
	 2位　金田健太郎
◇全日本学生馬術大会2019	 出場　中村　寧々
	 出場　金田健太郎
◇第91回全日本学生馬術選手権大会	 出場　池田　悠馬
◇第55回全日本学生馬術女子選手権大会	 出場　中村　寧々

◆カヌー部
◇第55回全日本学生カヌースプリント選手権大会
　　男子カナディアンペア200m	 6位　河野　佑次郎、中島　　扶
　　男子カナディアンペア1000m	出場　河野　佑次郎、中島　　扶
　　男子カヤックフォア1000ｍ
	 8位　中野　雄太、甚内　　剣、山本宇紀彦、河原　成弥
◇2019年度 SUBARU日本カヌースプリント選手権大会
　　男子カヤック200ｍ	 出場　河原　成弥
	 出場　山本宇紀彦
	 出場　石田　裕也
　　男子カヤック500ｍ	 出場　稲場　　弥
	 出場　石田　裕也
	 出場　角谷　嘉月
	 出場　田村　祐輝
　　男子カヤック1000ｍ	 出場　田村　祐輝
	 出場　角谷　嘉月
　　男子カヤックペア500ｍ	 出場　前川　郁渡、佐藤　悦也

◆ゴルフ部
◇岐阜オープンクラッシック2019	 優勝　織田　信亮
◇第56回全国大学ゴルフ対抗戦
	 出場　市村　　優、早嵜　雄登、横井　優星
	 福山　功太、丸山　颯太、荒木　義和
◇北陸オープンゴルフ2019	 	
	 8位　織田　信亮（ベストアマチュア賞受賞）
◇第104回日本アマチュアゴルフ選手権	 出場　織田　信亮
	 出場　福山　功太
	 出場　荒木　義和
◇第73回日本学生ゴルフ選手権競技	 出場　清田　雄大
	 出場　福山　功太
	 出場　荒木　義和
◇2019PGA資格認定プロテスト	 合格　織田　信亮
◇第50回トップ杯東海クラシック	 出場　織田　信亮
	 出場　福山　功太
	 出場　丸山　颯太
◇第66回朝日杯争奪日本学生ゴルフ対抗戦	 出場　福山　功太
	 出場　荒木　義和

◇第63回信夫杯争奪日本大学ゴルフ対抗戦
	 出場　市村　　優、早嵜　雄登、横井　優星
	 福山　功太、丸山　颯太、荒木　義和
◇文部科学大臣杯争奪第38回日本学生ゴルフ王座決定戦
	 出場　福山　功太
	 出場　荒木　義和

◆水泳部
◇第36回日本パラ水泳選手権大会
　　男子50ｍ平泳ぎ	 4位　中村　元哉
　　男子50ｍフリー	 出場　中村　元哉
◇2019中部学生選手権水泳競技大会
　　男子50ｍ自由形	 出場　杉田　稔弥
　　男子100ｍ自由形	 出場　酒井　　翼
　　男子200ｍ自由形	 出場　山田　一貴
	 出場　都藤　陽平
　　	 出場　山田　一貴
　　男子400ｍ自由形	 出場　都藤　陽平
　　男子1500ｍ自由形	 7位　小林　慶人
　　	 8位　小高　亜文
　　男子200ｍバタフライ	 7位　小林　慶人
	 出場　小高　亜文
　　男子100ｍ背泳ぎ	 4位　湊谷　　陸
　　男子200ｍ背泳ぎ	 5位　湊谷　　陸
　　男子100m平泳ぎ	 出場　田中　裕基
　　男子200m平泳ぎ	 出場　田中　裕基
　　男子200m個人メドレー	 出場　稲井　響己
　　男子400mメドレーリレー
	 7位　湊谷　　陸、稲井　響己、平野　奨馬、酒井　　翼
　　男子400mフリーリレー
	 出場　湊谷　　陸、酒井　　翼、稲井　響己、小高　亜文
　　男子800mフリーリレー
	 7位　湊谷　　陸、稲井　響己、小林　慶人、酒井　　翼
　　女子50ｍ自由形	 出場　足立　　綾
　　女子100ｍ自由形	 出場　足立　　綾
◇第95回日本学生選手権水泳競技大会
　　男子200ｍ背泳ぎ	 出場　湊谷　　陸
　　男子4×100ｍフリーリレー	
	 出場　湊谷　　陸、酒井　　翼、稲井　響己、小高　亜文
　　男子200ｍ個人メドレー	 出場　稲井　響己
　　男子4×100ｍメドレーリレー
	 出場　湊谷　　陸、稲井　響己、平野　奨馬、酒井　　翼
　　男子100ｍ背泳ぎ	 出場　湊谷　　陸
　　男子4×200ｍフリーリレー
	 出場　稲井　響己、湊谷　　陸、酒井　　翼、小林　慶人
　　男子200ｍ背泳ぎ	 出場　湊谷　　陸

◆陸上競技部
◇第58回全日本競歩輪島大会
　　男子全日本10km競歩	 出場　甲田　基也
	 出場　野瀬　康介
　　男子ジュニア10km競歩	 7位　中川　貴嗣
	 出場　秋山　快晴
◇第103回日本陸上競技選手権大会50ｋｍ競歩	 出場　中　　優介
◇2019日本学生陸上競技個人選手権大会	 出場　中　　優介

◆ホッケー部
◇第38回全日本大学ホッケー王座決定戦	 4位
◇ U21男子ホッケー日本代表（第9回スルタンジョホールカップ代表選手）
	 出場　安川　　楽、渡辺　恵大、中花　　惇
◇第68回男子全日本学生ホッケー選手権大会	 3位
◇高円宮牌2019ホッケー日本リーグH2	 4位
◇第93回全日本男子ホッケー選手権大会	 出場

◆バレーボール部
◇第38回東日本バレーボール選手権大会	 出場
◇第72回秩父宮賜杯全日本バレーボールリーグ大学選手権大会	出場
　

　　※2020年1月中旬時点で結果報告のあった大会を記載

U21男子ホッケー日本代表に選ばれる 全日本大学野球選手権大会出場決定 2019北信越学生剣道優勝大会 北信越学生陸上競技選手権大会
リレー・競歩優勝

2019年度各クラブの主要戦績
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インターンシップA（インターンシップ研修期間：3日以上）
A

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

インターンシップ
ガイダンス

報告書
提出

研修成果発表会
（学内・外）事前研修・講義（学内・外 10回）

企業応募 企業決定 企業でのインターンシップ研修

インターンシップB（長期）（インターンシップ研修期間：60時間以上）
B

インターンシップは、学生が在学中に企業や自治体等の事業所での1～2週間程度の就業体験を通して実社会における仕
事のしくみ・人間関係・マナー等に関する理解を深めるとともに、労働観や職業観を育成し、将来の人生を考える（キャリアデ
ザイン）ために必要な知識や自己理解を深めることを目的としています。

単位制インターンシップの目的

単位制インターンシップを希望する場合は、インターンシップガイダンス（４月中旬）に参加し、授業登録をします。その後、
インターンシップ学科担当教員およびキャリアセンター担当職員のもと、インターンシップの準備をします。

※「単位制以外のインターンシップ」については、随時キャリアセンターにて受付しております。
※各種インターンシップ情報については、県内外を問わず、多くの企業からインターンシップの募集がありますので、キャリア
センターまでお問い合わせください。

インターンシップ申し込み方法

INTERNSHIP
インタ ー ンシップ

本学では、「単位制インターンシップ」が3種類あります。

参加学生の声は次ページへ 14



参加学生の声は次ページへ15



4年 （2020.3 卒業）

（2020.3 卒業） 3年
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4年 （2020.3 卒業）

（2020.3 卒業） 3年

後援会補助事業報告

　学内インフルエンザ予防接種を10月、11月に本学内で実施しました。
　本予防接種は医療機関で接種すると、通常実費で3,200 ～ 4,000円程かかりますが、本学の場合、
後援会より1,000円、学生健康保険組合より500円の補助が受けられ、今回は1,500円の自己負
担額で受けることができました。
　過去に実施した保護者アンケートからは、「実施時期が分かりにくい」「親から子へ接種案内を伝
えたい」との声があり、今回は学内の掲示や学生サイトによる周知だけでなく、後援会報、本学
HP に早期から告知をするなどの改善を行いました。
　その効果もあり、2019年度は前年を大幅に超える接種の申し込みがありました。また、学生
の間でも感染予防意識が高まり、2018年度は161名のインフルエンザ罹患者が出たのに対し、
2019年度は40名にとどまりました。（※下図参照）
　今後も本制度の周知を行い、学内での感染防止に努めていきたいと考えます。今後もご支援をよ
ろしくお願い致します。

学校生活は集団生活を営む場であり、感染症が発生した場合、特に大きな流行拡大を引き起こす危険
があります。2020年1月頃より世界的に感染拡大が広がっている新型コロナウイルス
感染症についても、感染症対策の徹底（こまめな手洗いや咳エチケット）や毎朝の検温
および健康観察を行っていただき、少しでも体調不良を感じたら自宅にて休養してくだ
さい。また、十分な睡眠とバランスのとれた食事を心がけ、免疫力を高めてください。
新型コロナウイルス感染症蔓延を予防するため、皆様一人一人の責任ある行動をお願い
します。

医務室から（感染症対策について）

インフルエンザ
予防接種の予約を
受け付けます。

予防接種の日時（事前に予約した日に来てください）10月 16日（水） 12：00～ 16：0011月 22日（金） 12：00～ 16：00

申し込みされた人には、予診票をお渡しします。当日記入を済ませて、会場にお越しください。
お問い合わせ先　大 学 医 務 室

●費用（お釣りのないように準備をお願いします）　大学生 1,500円／大学院生 2,500円（　　　　　　　　　　　　　　  ）
本来の接種費用は3,000円ですが、学部生は後援会から1,000円、学生健康保険組合から500円の

助成が受けられます。大学院生は学生健康保険組合から500円の助成が受けられます。●申し込み方法
　10月9日（水）まで
・クラブ 名簿を作成し、まとめて医務室に申し込む。・個  人 医務室前掲示板にある「申し込み用紙」に記入し、医務室へ申し込む。

●会場

　FUTタワー3階  コラボレーションスペース（図書館近く）

福井工大の学生の皆さんへ

インフルエンザ
予防接種の実施

▲インフルエンザ予防接種の案内チラシ
0
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人 学内インフルエンザ予防接種の推移
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学内奨学金制度紹介
１ 特待生奨学金
学納金50％減免
対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年（博士後期課程は

対象外）
条　　件：前学期末までの成績GPA評価3.80以上

※博士前期課程1年前期：学部の成績。それ以降
は前学期の成績

募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）	

2 学習奨励金
［H28年度以降入学者］ 5万円給付
対　　象：学部2年次以上（大学院は対象外）
条　　件：前学期の成績GPA3.80以上かつ前学期の修得単

位数が15単位以上
募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）

3 育英奨学金
［H28年度以降入学者］ 学納金30~70万円減免
［家計急変者］ 学納金70万円減免　※該当年度を適用
対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年及び家計急変者
条　　件：学業成績優秀であり、経済的理由により修学に困難

がある学生、又は本学の定める家計急変事由が発生
した学生

募集期間：前期・後期（年2回半期ごと）
	 家計急変については随時申請

4 スポーツ特待生奨学金
大会成績等により学納金又は授業料減免
※最大4年間。ただし継続審査あり

対　　象：スポーツ・吹奏楽推薦入試による入学予定者及び
学部、大学院全学年

条　　件：本学の規程による	

5 災害特別奨学金
被害状況により学納金等減免又は災害援助金支給
対　　象：入学予定者及び学部、大学院全学年
条　　件：本学の規程による
募集期間：随時（ただし、被災日より1年以内）

6 兄弟学費減免奨学金
最年少にあたる学生の学納金50％減免
※申請年度のみ適用

対　　象：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している
最年少の学生	

条　　件：学園の設置する各学校に兄弟姉妹で在籍している
こと

募集期間：毎年前期のみ

7 外国留学奨励奨学金
学納金の半額を上限に、渡航費、生活補助費または、留学先の
学費の一部補助
対　　象：学部2年次以上及び大学院全学年（交換留学生又は

認定留学生として認められた者）
条　　件：本学の規程による

8 大学院進学奨励奨学金
（第1種） 学納金の50％減免
（第2種） 国立大学大学院授業料標準額と本学学納

金との差額を減免
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：本学の規程による

9 離島・沖縄県出身者支援奨学金
国立大学標準額と本学学納金との差額を減免
※最大4年間。ただし継続審査あり

対　　象：本学の規程による
条　　件：本学の規程による

10 特別奨励金
資格取得もしくは優秀な成績を修めたクラブ等に
奨励金支給
対　　象：学部・大学院全学年
条　　件：本学の規程による
募集期間：随時

11 推薦選抜奨学金
授業料50％減免
※最大4年間。ただし継続審査あり
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：基礎学力検査の成績により選考

12 一般選抜奨学金
（一種）授業料100％減免
（二種）学納金50％減免
※最大4年間。ただし継続審査あり
対　　象：一般入試前期A方式、センター試験利用入試前期

による入学予定者
条　　件：入学試験の成績上位者より選考

13 資格取得者特別奨学金
入学金相当額を還付
対　　象：本学が指定する入試区分で受験した入学予定者
条　　件：本学が指定する資格を取得していること
募集期間：学部1年次（前期のみ）

奨学金についての問い合わせ：学務課／☎0776‒29‒7865
修学支援法に基づく奨学金との併用については別途お問い合わせください。

18



Voice　
福
井
工
業
大
学
後
援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
後
援
会
の
活
動
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
温
か
な
ご
支
援
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
縁
が
あ
り
後
援
会
活
動
を
楽
し
く
頑
張
ろ

う
と
、
後
援
会
の
初
会
合
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に

行
っ
た
日
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
か
ら
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
爽
や
か
な
あ
い

さ
つ
が
響
き
わ
た
り
、
す
ば
ら
し
い
光
景
を
目

に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
学
生
た
ち
が
有
意
義
な
学
校
生
活
を
送

れ
る
様
、
後
方
よ
り
応
援
・
協
力
、
そ
し
て
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
決
め
た
事
が
鮮
明
に
思
い

「
お
母
さ
ん
！
ど
っ
ち
も
諦
め
な
い
で
い
い
大

学
が
あ
る
！
」

　
そ
う
言
っ
て
嬉
し
そ
う
に
話
し
始
め
た
進
路

に
悩
む
高
校
生
の
頃
の
娘
。

　
進
み
た
い
学
部
と
続
け
た
い
部
活
、
こ
の
二

つ
を
か
な
え
ら
れ
る
大
学
が
無
い
。
そ
う
思
っ

て
ど
ち
ら
か
を
諦
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
悩

ん
で
い
た
時
に
福
井
工
業
大
学
の
存
在
を
知

り
、
こ
こ
な
ら
叶
う
！
と
分
か
り
受
験
し
ま
し

た
。

　
体
調
を
崩
し
部
活
は
一
年
間
で
辞
め
て
し
ま

い
ま
し
た
が
「
部
活
と
学
部
ど
ち
ら
も
あ
る
」

そ
の
条
件
を
満
た
す
と
い
う
事
だ
け
で
選
ん
だ

進
路
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
初
め
て
知
っ
た
未
知

の
世
界
、
福
井
工
業
大

学
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

個
性
豊
か
な
先
生
方
や

入
学
当
初
か
ら
の
親
友

と
出
会
え
た
こ
と
で
今

ま
で
あ
ま
り
表
に
出
さ

な
か
っ
た
喜
怒
哀
楽
や

積
極
性
が
芽
生
え
、
や

り
た
い
こ
と
の
為
に
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
姿
を
見
て
い
る
と
、

後
援
会
活
動
を
振
り
返
っ
て

入
学
か
ら
の
四
年
間
を
振
り
返
っ
て

後
援
会
理
事
　
中
　
山
　
信
　
吾
（
石
川
県
）

後
援
会
理
事
　
中
　
西
　
ま
ゆ
ら
（
滋
賀
県
）

出
さ
れ
ま
す
。

　
四
年
間
の
後
援
会
活
動
で
、
生
徒
へ

の
厳
し
く
も
温
か
い
御
指
導
を
深
く
知

る
事
が
出
来
た
事
や
、
多
く
の
保
護
者

や
教
職
員
の
方
々
と
お
話
す
る
機
会
を

与
え
て
頂
き
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る「
創
造
力
」

「
人
間
力
」「
共
生
力
」
は
希
望
に
溢
れ

た
良
い
言
葉
で
す
。

　
今
後
も
本
会
の
活
動
が
よ
り
良
い
も

の
と
な
る
様
に
応
援
致
し
ま
す
。
四
年

間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
来
る
べ
く

し
て
来
た
ん
だ
と

ご
縁
を
感
じ
ま
す
。

　
私
自
身
も
後
援

会
活
動
で
福
井
に

来
る
度
、
福
井
県

の
人
の
温
か
さ
や

親
切
に
触
れ
福
井

県
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

　
依
頼
を
受
け
た

時
、
後
援
会
理
事

な
ど
荷
が
重
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
先
生

方
や
職
員
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
微
力
で
し
た
が
い
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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令和２（2020）年度　学部学科別教員一覧

電気電子工学科
教　授 青　山　隆　司
教　授 芥　子　育　雄
教　授 中　尾　一　成
教　授 西　田　好　宏
教　授 中　城　智　之
教　授 西　村　博　明
教　授 木　村　紀　之
教　授 西　　　竜　治
准教授 桒　島　史　欣
准教授 中　道　正　紀
助　教 花　房　大　佑

機械工学科
教　授 掛　下　知　行
教　授 片　岡　　　勲
教　授 山　下　清　隆
教　授 西　岡　　　岳
教　授 位　田　晴　良
教　授 清　水　　　大
教　授 土　屋　高　志
准教授 安　田　洋　平
講　師 西　山　直　杜

建築土木工学科
教　授 竹　田　周　平
教　授 宇治橋　康　行
教　授 髙　島　正　信
教　授 仲　地　唯　治
教　授 谷　脇　一　弘
教　授 市　川　秀　和
教　授 多　米　淑　人
教　授 下　川　　　勇
准教授 五十嵐　　　啓
准教授 吉　村　朋　矩
准教授 清　水　俊　貴
准教授 西　川　隼　人

原子力技術応用工学科
教　授 西　嶋　茂　宏
教　授 尾　崎　禎　彦
教　授 砂　川　武　義
教　授 伊　藤　保　之
教　授 三　島　史　人
教　授 岩　永　幹　夫
教　授 松　浦　敬　三
講　師 野　村　直　希

工　　学　　部

環境食品応用化学科
教　授 田　中　智　一
教　授 矢　部　希見子
教　授 木　村　恒　久
教　授 原　　　道　寛
教　授 笠　井　利　浩
教　授 柏　山　祐一郎
教　授 小　松　節　子
准教授 大　能　俊　久
准教授 古　澤　和　也
教　授 木　村　恒　久

経営情報学科
教　授 山　西　輝　也
教　授 松　岡　博　幸
教　授 杉　原　一　臣
教　授 恐　神　正　博
教　授 北　上　眞　二
教　授 谷　垣　宏　一
教　授 田　中　真由美
准教授 吉　田　友　美
准教授 木　森　義　隆
准教授 近　藤　智　士

デザイン学科
教　授 池　田　岳　史
教　授 川　島　洋　一
教　授 三　浦　英　夫
教　授 西　尾　浩　一
教　授 三　寺　　　潤
教　授 趙　　　領　逸
准教授 藤　田　大　輔
講　師 近　藤　　　晶
講　師 玉　野　哲　也

環境情報学部
スポーツ健康科学科
教　授 戎　　　利　光
教　授 島　田　　　茂
教　授 佐々木　　　弘
教　授 横　谷　智　久
教　授 野　口　雄　慶
教　授 坂　﨑　貴　彦
教　授 宗　倉　　　啓
准教授 杉　浦　宏　季
准教授 辻　本　典　央
准教授 内　藤　　　景
准教授 舩　越　達　也
講　師 野　尻　奈央子
講　師 前　川　剛　輝
講　師 山　元　康　平

スポーツ健康科学部

教　授 蔵　田　浩　之　
教　授 荒　木　史　代
准教授 入　学　直　哉
准教授 ブラッドフォード リー
講　師 サム トムソン
講　師 荒　川　義　弘
講　師 リチャード カミンスキー
講　師 福　田　　　修
講　師 森　　　直　哉

助　教 エドウィン ハート
助　教 クリストファー ピロット
助　教 ロバート ヘネシー

外国語担当助教 デール ジェフリー
外国語担当助教 ジャスティン ベイリー
外国語担当助教 レア アームストロング
外国語担当助教 ウェイン マルコム

基礎教育機構
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大学生活と健康管理について
充実した学生生活を送るためには、心身ともに健康であることが大切です。

『自分の健康は自分で守る』ことができるよう、医務室では学生の皆さんの健康のサポートをしています。
本大学は大学2号館学務課横に医務室が設置されており、看護師1名が常勤で配置され、大学生の健康管理や健康相談、

応急処置を行なっています。以下にその活動内容を簡単に紹介します。

１. 定期健康診断について
　本学では例年4月に、新入生を含め、在
校生全員を対象に法令に基づいた「定期
健康診断」を実施しています。 検査項目
は学年によって若干違いますが、計測（身
長・体重）・視力測定・検尿・胸部 X 線撮
影・内科診察・血圧測定・健康面接を行
なっています。2019年の受診率は、1年
次生100％、2年次生97.0％、3年次生
96.4％、及び4年次生は93.0％とどの学
年も高く、定期健康診断の受診が年々学
生の間で定着してきており、1年に1回、自
身の健康を振り返る良い機会となっていま
す。 定期健康診断の結果、精密検査等
が必要と認められた方には、後日医務室
より個別に連絡し、医療機関受診を勧め、
その結果を医務室に報告していただき、治
療が必要になった方には在学中健全に学
生生活を過ごせるように健康管理・健康相
談を継続して行なっています。健康診断の
結果は個人結果表を医務室に一人一人取
りに来ていただいています。 昨年度より新
たに血圧測定を検査項目に追加しました。

結果表を取りに来られた時に、やや血圧が
高めな方や、BMI 値により肥満の判定が
出た方には資料を用いて食生活や生活習
慣の改善について指導しています。その結
果、今まで一度も血圧を測ったことのなかっ
た学生が、ちょっと空いた時間に医務室に
立ち寄り血圧を測定していただく、というよ
うに自分の健康について関心を持ち、生活
習慣を見直すよい機会になっています。

２.�病気やけがの応急処置につ
いて

　医務室では看護師が体調がすぐれないと
きや、けがをしたときの応急処置等を行って
います。また、体調が回復するまでしばらく
休養したい、持病があるため授業の空き時
間に休養したい等の時に利用することも可
能です。また、さまざまな症状により医療
機関の受診を希望される場合、近隣の医
療機関を紹介しています。全学生が加入し
ている本学独自の学生健康保険組合より、
病気やけがによって医療機関で健康保険証
を使用して診察治療を受けた場合、支払っ

た医療費の7割が給付されます。 申請先
は学務課になります。ご不明な点やご質問
は、学務課または医務室までお問い合わせ
ください。

3.�インフルエンザ予防接種、麻
しん予防接種について

　毎年、10 ～ 11月頃に、学生対象のイ
ンフルエンザ予防接種を学内で行なってい
ます。 当大学で予防接種を受けた場合、
後援会より1,000円、学生健康保険組合
より500円の補助が受けられ、医療機関
と比べ負担が少なくなっています。その他、
麻しん、風疹につきまして、入学時にご協
力をお願いしました感染症罹患調査票の結
果に基づき、麻しん、風疹の予防接種を2
回受けていない方には積極的な麻しん風疹
混合ワクチン（MR ワクチン）の接種を勧
めています。MR ワクチンは医療機関にて
受けることができます。こちらは学生健康保
険組合より1,000円の補助を受けることが
できます。

ご相談窓口のご案内
　学習・就職・学生生活など、日頃から気に懸かっていることやご心配ごとがございましたら、
お気軽に下記担当課へご相談ください。

問い合わせ先 メールアドレス
総 合 窓 口 0776−29−7864	（庶務課） syomu-u@fukui-ut.ac.jp

学 　 び（教 務 関 係） 0776−29−7865	（学務課） kyomu-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−2403	（学習支援室・教職支援室） gakusyu@fukui-ut.ac.jp

0776−29−7870	（図書館） tosyokan@fukui-ut.ac.jp

暮 ら し（学生生活関係） 0776−29−7867	（学務課） gakusei-u@fukui-ut.ac.jp

0776−29−2629	（医務室） imushitsu@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（大学院進学関係） 0776−29−7871	（入試広報課） kouhou@fukui-ut.ac.jp

進 　 路（ 就 　 職 ） 0776−29−7868	（就職支援課） syusyoku@fukui-ut.ac.jp

大学の研究支援、社会貢献活動、同窓会 0776−29−2661	
（社会連携推進課）0776−29−7834

shakai-u@fukui-ut.ac.jp
futcrc@fukui-ut.ac.jp

セ ン タ ー 管 理 課 0776−29−2671

情 報 メ デ ィ ア セ ン タ ー 0776−29−7873	（情報メディア課） densan@fukui-ut.ac.jp

出　　　　　納（学費納入関係） 0776−29−2821

あ わ ら キ ャ ン パ ス 0776−79−0111

インターナショナルセンター 0776−29−2786 international@fukui-ut.ac.jp
※発信元や通信の事由が的確でない電子メールに関しましては、お応えしかねる場合がございますのでご了承ください。
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　本年も、福井キャンパスを会場に、後援会定期総会を開催いたします。当日は、総会のほか、 「保護者個別
懇談会」 「ランチ体験」などのプログラムを用意しております。この機会に、学生生活の一端に触れていただけ
れば幸いです。保護者のみなさまのご参加をお待ちしております。

受付

後援会定期総会

福井地区保護者個別懇談会

11：30 〜

13：00 〜

14：00 〜

2019年度　福井工業大学後援会定期総会並びに保護者個別懇談会開催概要

「ランチ券」を配布します。学園レストランを体験してみてください。
（13時までの使用となりますのでご注意ください。）

１. 開会
２. 挨拶
３. 議事	（1）2019年度事業報告	 （2）2019年度収支決算報告
	 （3）2020年度事業計画（案）	 （4）2020年度収支予算計画（案）
	 （5）2020年度役員改選	 （6）その他
４. 閉会

学業・就職・大学生活等お気軽にご相談ください。

福井キャンパス
大学2号館8階  2‒802教室

福井キャンパス
大学2号館1階学生ロビー

5/   30土 13：00 〜 11：30 〜受付／

日程日程

福井工業大学 後援会定期総会　開催のお知らせ
2020年度

昨年度の総会の様子
　定期総会について、本学福井キャンパスで

5月下旬に実施を予定しておりましたが、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中

止とさせて頂きます。

　今年度の開催については、書面での審議と

させて頂きます。審議内容および議案の可否

の方法については、郵送にて対応したく準備

を進めさせて頂きます。

22



後援会ホームページより、Web申込み可能
福井工業大学�後援会事務局���TEL:0776-29-7864

申し込み先・お問い合わせ  

重 要 申込後、受付完了メールをお送り致します。「koenkai@fukui-ut.ac.jp」からの
メールを受信できるように設定をお願い致します。

申込期日／ 2020年 5 月15日（金） 申し込みページ
QRコード

　地区懇談会とは、6月～ 7月にかけて、石川・富山・滋賀・
関西・東海の全5地区に本学教職員が出向き、福井工業大学
の教育や就職のご報告、保護者の皆様と学科教員との個別面
談を行うものです。また、昼食を兼ねた懇親会では保護者・
大学教職員・同窓会会員・後援会会員との情報交換などが行
われます。多数の方々のお申込みをお待ちしております。

開催地区 期　　日 会　　　　　場
福井地区  5 月 30 日 ㈯ 福井工業大学　福井キャンパス
富山地区  6 月 7 日 ㈰ 富山国際会議場
石川地区  6 月14 日 ㈰ 石川県勤労者福祉文化会館

開催地区 期　　日 会　　　　　場
滋賀地区  6 月 21 日 ㈰ ホテルサンルート彦根
東海地区  6 月 28日 ㈰ 名古屋ガーデンパレス
関西地区  7 月 5 日 ㈰ 大阪ガーデンパレス

福井工業大学 地区懇談会　開催のお知らせ
2020年度

開催一覧開催一覧

教育・就職報告会
懇親会（昼食）
保護者個別懇談会

10：00 〜
12：00 〜
13：00 〜

学生のキャンパスライフ、就職情報等を
大学教職員がお伝えします。

学業・就職・大学生活等お気軽にご相談ください。

※福井地区保護者個別懇談会は14：00 ～　　※福井地区は、保護者個別懇談会のみ実施となります。

日程（各会場共通）日程（各会場共通） ※内容が変更となる場合もあります。※内容が変更となる場合もあります。

　本学または地方会場で実施を予定していま

した、地区懇談会（教員との個別面談、就職

等各種相談）につきまして、新型コロナウイル

ス感染症の拡大防止の観点から、すべての

会場での実施を延期させて頂きます。現時点

で秋以降に開催する方向で、準備を進めさせ

て頂きます。

　なお、今後の新型コロナウイルス感染症の

状況等により、開催を中止する場合がござい

ますので、予めご了承いただきますよう、よろ

しくお願い致します。

　保護者の皆様方におかれましては、事情を

ご理解頂きますよう、何卒よろしくお願い申し

上げます。
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新型コロナウイルス感染症対応に関する
本学の対応について

　今般の新型コロナウイルス感染の拡大に伴い、文部科学省高等教育局より

「令和2年度における大学等の授業等の開始等について」の文書（ガイドライン）が配信されました。

　

このガイドラインを受け、感染拡大リスクを回避するための安全・安心な

勉学環境を整備・確保するため、前期授業の開始を延期し、以下の通りとします。

なお、クラブ活動は、原則として活動を自粛とします。

ただし、クラブ活動支援センターが指定するクラブ（指定クラブ）においては、

当該競技連盟等が大会・公式試合を開催する場合は、顧問・監督の責任において、

あらかじめクラブ活動支援センター長の承認を得た場合に出場を認めることとします。 

 　

　以上、学生・保護者の皆様にはご心配をおかけすることとなりますが、

昨今の新型コロナウイルスに対します目まぐるしい動きをご高配いただき、

何卒、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

　

福 井 工 業 大 学

※ただし、新型コロナウイルス感染症の状況により、開始時期は変更となる場合がございます。
　その際はあらかじめ本学ホームページにてお知らせいたします。

【前期授業開始日】
５月１１日（月）から  （オンライン形式）
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